
文
化

・
文
政
期
高
松
藩

に
お
け
る
砂
糖
積
出
状
況

ー

大
内
郡
引
田
村
を
事
例
と
し
て
ー

宇
　
佐
　
美

尚

穂

文化・文政期高松藩における砂糖積出状況

は
　

じ
　

め
　

に

　
高
松
藩
の
砂
糖
は
寛
政
元
年
に
向
山
周
慶
に
よ

っ
て
初
め
て
製
造
さ
れ
、
幕
末

期
同
藩
に
お
い
て
最
も
重
要
な
財
源
と
な
る
商
品
で
あ

っ
た
。
天
保
期
の
初
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

は
既
に
大
坂
市
場
の
半
数
以
上
を
占
め
る
ま
で
に
な

っ
て
い
る
。
藩
は
、
砂
糖
を

財
源
に
組
込
む
た
め
、
天
保
六
年
に
砂
糖
為
替
金
趣
法
を
実
施
し
砂
糖
生
産
を
保

護
す
る
反
面
、
領
内
砂
糖
会
所
及
び
大
坂
砂
糖
会
所
を
設
置
し
、
藩
札
を
導
入
す

る
な
ど
流
通
統
制
を
行
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
高
松
藩
糖
業
は
、
専
売
制
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
在
り
方
は
特
異
で
あ
り
、
厳
密
な
意
味
で
は
専
売
制

と
し
て
捉
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
特
異
性
は
流
通
統
制
に

強
く
見
ら
れ
る
。

　
高
松
藩
砂
糖
の
流
通
統
制
に
つ
い
て

の
研
究
に
は
、
既
に
木
原
薄
幸
氏
の

「讃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

岐
高
松
藩
に
お
け
る
砂
糖
の
流
通
統
制
」
が
あ
る
。
木
原
氏
は
、
そ
の
中
で
、
①

文
政
期
の
流
通
統
制
②
天
保
六
年

の
砂
糖
問
屋

(会
所
)

の
設
置
③
天
保
六
年
以

降
の
林
田
浦
砂
糖
会
所

の
積
出
状
況
を
分
析
し
、
次

の
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
高
松
藩
で
は
文
政

二
年
か
ら
流
通
統
制
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
集
大
成

と
し
て
天
保
六
年
の
砂
糖
流
通
統
制
が
行
わ
れ
た
こ
と
。
幕
末
期
に
お
い
て
諸
藩

が
領
内
特
産
品
を
買
上
げ
流
通
を
独
占
す
る
形
態
を
多
く
と
る
中
で
、
高
松
藩
は

大
坂

へ
の
砂
糖
積
出
の
強
化
を
は
か
り
つ
つ
も
大
坂
以
外
の
他
国
積
も
認
め
、
為

替
金
貸
付
や
運
上

・
冥
加
金
の
徴
収
と
い
う
形
で
の
独
自
の
流
通
統
制
の
形
態
を

確
立
し
て
い
た
こ
と
。

　
小
稿
で
は
、
木
原
氏

の
研
究

の
前
時
期
で
あ
る
文
化

・
文
政
期
の
砂
糖
積
出
状

況
を
取
上
げ
た
い
。
文
化
期
は
、
ま
だ
高
松
藩
砂
糖
生
産

の
草
創
期
で
あ
り
、
史

料
も
少
な
く
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
ま
た
、
文
政
期

は
流
通
統
制
が
加
え
ら
れ
な
が
ら
も
試
行
錯
誤
を
繰
返
し
、
統
制
に
変
化
が
見
ら

れ
た
時
期
で
あ
る
。
何
故
、
藩
が
流
通
を
独
占
す
る
よ
う
な
強

い
専
売
制
を
敷
く

こ
と
が
出
き
な
か

っ
た
の
か
を
考
え
る
上
で
も
、
文
化

・
文
政
期

の
砂
糖
積
出
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
意
義

の
あ
る
こ
と
と
い
え
る
。
筆
者
は
高
松
藩

の
砂

糖
生
産
地
域
に
お
け
る
生
産
構
造

の
解
明
を
課
題
と
し
て
い
る
が
、
高
松
藩
に
お

い
て
砂
糖
流
通
が
藩

の
独
占
し
た
も

の
で
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
は
領
内
砂
糖
生

産
者
が
流
通
に
も
関
与
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
砂
糖

の
流
通
ま
で
も
視

野
に
入
れ
て
生
産
構
造
を
捉
え
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
小
稿
が

対
象
と
す
る
引
田
村
は
、
砂
糖
創
業
者
で
あ
る
向
山
周
慶
が
砂
糖
製
造

の
研
究
を

行

っ
て
い
た
湊
村
と
同
じ
大
内
郡
に
属
し
、
砂
糖
生
産
が
早
く
か
ら
普
及
し
て
い
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窓史

た
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
東
讃

一
の
湊

を
持
ち
海
上
交
通
の
要
所
で
も
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

④

か
ら
在
郷
町
と
し
て
海
運
業

・
商
業
が
発
達
し
た
村
で
も
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
砂

糖
生
産
の
草
創
期
と
も
い
え
る
時
期
、

つ
ま
り
ま
だ
砂
糖
生
産

の
普
及
状
況
に
地

域
差
が
あ

っ
た
時
期
の
砂
糖
積
出
状
況
を

つ
か
む
上
で
好
適
地
と
い
え
よ
う
。

　
流
通
統
制

の
具
体
的
内
容
は
、
既
に
木
原
氏
の
研
究
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る

の
で
、
小
稿
で
は
、
文
化

・
文
政
期
の
砂
糖
積
出
状
況
を
引
田
村
を
例
と
し
て
見

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
藩
の
流
通
統
制
以
前
の
砂
糖
の
流
通
状
況
を
明
ら
か
に
し

た
い
。

一　

砂
糖
生
産
の
普
及

　
高
松
藩
が
砂
糖
製
造
に
着
目
し
藩
医
池
田
玄
丈
に
そ
の
研
究
を
行
わ
せ
た
の
は

宝
暦
頃
で
あ

っ
た
が
、
初
め
て
成
功
し
た
の
は
、
師
の
後
を
う
け
て
研
究
を
続
け

て
い
た
向
山
周
慶
で
、
寛
政
元
年

の
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
砂
糖
生

産
が
領
内
に
い
つ
頃
普
及
し
て
い
っ
た
か
を
見
て
み
ょ
う
。

　
高
松
藩

の
砂
糖
生
産
草
創
期
で
あ
る
寛
政
期
か
ら
文
政
期
に
か
け
て
の
砂
糖
生

産
高
や
甘
庶
植
付
面
積
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
断
片
的
な
記
述
を
基
に
推

測
す
る
し
か
な
い
。
寛
政

二
年
に
周
慶
が
産
出
し
た
の
は
黒
砂
糖
四
〇
斤
余
り
で

　
　
　
　
　
　
　

　

あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
甘
蘇
植
付
面
積
も
わ
ず
か
で
あ

っ
た
。
翌
、
寛
政
三
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
同
じ
く
周
慶
が
黒
砂
糖

二
五
〇
〇
斤

を
製
造
し
て
い
る
。
甘
蕪
植
付
面
積
を
推

　
　

　

測
す
る
と
四
反
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
三
年
後
の
寛
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧

六
年
に
な
る
と
、
藩
が
植
付
面
積
を

一
〇
〇
町
歩
に
制
限
す
る
ほ
ど
普
及
し
て
き

て
い
る
。
わ
ず
か
三
年
で
、
か
な
り
普
及
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
そ
れ
以
降
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
産
高
が
解
る
の
は
文
政
十
二
年
で
、
白
下
糖
五
〇
〇
万
斤
が
産

出

さ
れ

て

い

る
。
こ
れ
を
甘
薦
植
付
面
積
に
直
す
と
、
約
八
三
〇
町
と
な
り
寛
政
期
か
ら
文
政

期
に
か
け
て
急
激
に
普
及
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
高
松
藩
の
砂
糖
生
産
最
盛
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

で
あ
る
安
政
の
後
半
か
ら
慶
応
に
か
け
て
の
時
期
は
約
三
八
〇
〇
町
で
あ

っ
た
の

で
、
そ
れ
に
比
す
る
と
少
な
い
が
、
砂
糖
生
産
は
周
慶
が
製
造
成
功
後
直
ち
に
普

及
し
て
い

っ
た
と

い
え
る
。

　
そ
の
背
景
に
は
藩

の
意
向
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
砂
糖
生
産
に
は
、　

「甘
薦

生
産
i
初
製
糖

(白
下
糖
)
製
造
-
白
砂
糖
精
製
」

の
三
段
階
が
あ
る
。
周
慶
が

初
め
て
砂
糖

の
製
造
に
成
功
し
た
直
後

の
寛
政
二
年
十

一
月
十
二
日
、
高
松
藩
は

す
ぐ
さ
ま
周
慶
に

「然

ル
処
砂
糖
本
製
之
義

ハ
伝
授
相
望
候
者
多
可
在
之
、
殊

二

其
方
未

タ
伝
授
残
も
在
之
由

二
付
、

他
所

者

ハ
勿
論
縦
令
御
領
分
内
之
者
た
り

共
、
他
人
江
伝
授
仕
候
義

ハ
堅
無
用

二
候
」
と
、
製
法
の
伝
授
を
堅
く
禁
じ
な
が

ら
も
、

一
方

で

「
且
砂
糖
之
キ
ビ
作
付
望
候
者
江

ハ
、
其
方
指
図
ヲ
以
作
ら
せ
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
候
事
」
と
甘
庶
作
り
は
周
慶
の
一
存
で
許
可
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
直
後
に
藩
の
態
度
に
変
化
が
生
じ
る
。
寛
政
三
年
十

二
月

一
日
、
大
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

郡
三
本
松
村
政
所
河
野
忠
六
に
次
の
達
書
が
出
さ
れ
る
。

　

一
湊
村
医
師
周
慶
、

毎
年
製
法
仕
候
砂
糖
出
来
辻
員
数
、

其
方
相
改

可
申
出

　
　
候
、
且
以
来
余
人
東
郡

二
葡
製
法
仕
候
者
出
来
候

ハ
玉
右
同
断
可
申
出
事
、

　
　
但
、
右
周
慶
義
近
頃
病
気

二
付
、
取
扱
行
届
兼
候
趣

二
相
聞
候
間
、
其
方
初

　
　
発
よ
り
存
候
事

二
候
間
、
砂
糖
キ
ビ
作
り
方
井
製
法
望
人
共
在
之
節
等
、
以

　
　
来

ハ
右
之

一
件
諸
事
引
請
取
扱
可
申
候
事

周
慶
は
砂
糖
製
造
を
成
功
さ
せ
る
の
と
時
を
経
ず
し
て
病
気
に
な

っ
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
為
、
河
野
忠
六
が

「
砂
糖
キ
ビ
作
り
方
井
製
法
望
人
共
在
之
節
等
」
を

取
仕
切
る
よ
う
に
命
ぜ
ら

れ

て

い
る
。

周
慶
は
大
内
郡
湊
村

の
出
身
で
あ
る
の

で
、
同
郡
大
政
所

の
河
野
忠
六
が
砂
糖
製
造

の
試
作
段
階
か
ら
関
わ

っ
て
い
た
と

見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
周
慶
が
病
気
に
な

っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
後
継
者
を
探
し
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文政期における砂糖車数

　　 表1-2

段化 ・文政期高松藩における砂糖積出状況

　 表1-1

寒 川 郡大 内 郡車 数(挺)

190～100

80～

170～

160～

4250～

340～

4230～

1820～

51110～

761～

31不 所 持

25ケ 村35ケ 村

 

計

車 数(挺)郡 名

843

 

内大

576

 

川寒

343

 

木三

258

 

田山

東

讃
地
域

416野

 

阿

-

148

 

川否

43

 

足鵜

22珂那

 

西
讃

地
域

2649

 

計合

註)大 内郡と寒川郡のなかで,砂 糖車数が最も多いのは,

　　引田村で92挺 である。

表1-1,表1-2共 に,r大 内町史』上巻より作成

原史料は,　「砂糖車数調帳」久米栄左衛門遺品関係資料鎌田共済会郷土博物館所蔵

　註)調 査年は不明であるが,文 政7年 以降文政12年 までの間に作成した と考えられている。

砂
糖
製
法
を
伝
授
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
こ
と
が
解
る
。
そ
の
後
、
寛

政
四
年
に

「
三
本
松
村
周
慶
砂
糖
製
法
之
儀
、
右
周
慶
病
気

二
付

一
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

西
村
百
姓
磯
五
郎
伝
受

い
た
し
候
」
と
、
周
慶
か
ら
大
内
郡
西
村
百
姓

の
磯
五
郎
に
砂
糖
製
法

一
巻
が
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
結
局
周
慶
は
文
政

二
年
に
没
す
る
ま
で
砂
糖
生
産
に
深
く
係
わ

っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の

時
期
体
調
が
思
わ
し
く
な
か

っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
藩
が
後
継
者
を
探

し
砂
糖
製
法
を
伝
授
す
る
こ
と
を
許
し
た
こ
と
に
よ
り
、
砂
糖
製
造
の

普
及
を
早
め
る
結
果
と
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
寛
政
六
年
に
は

「御
国
砂
糖
製
法
取
計

一
件
之
儀

ハ
、
大
内
郡
三
本

松
村
政
所
河
野
忠
六
壱
人

二
限
政
所
聞
候
井
製
法
人

東
郡

数
多
有

之

内
、
湊
村
医
師
周
慶

・
西
村
百
姓
磯
五
郎
此
両
人

ハ
製
法
元

二
而
、
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

外
之
者
者
右
両
人
∂
伝
授
致
候
儀

二
付
、
左
様
相
心
得
可
申
候
」
と
、

「御
国
砂
糖
製
法
取
計
」
に
は
河
野
忠
六
が
、　

「製
法
元
」
に
は
周
慶

と
磯
五
郎
の
両
名
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
時
に
は
既
に
伝
授
を
う

け
た
製
法
人
が
東
讃
地
方
に
多
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
大
内

郡
で
見
る
限
り
、
寛
政
七
年
か
ら
文
化
元
年
に
か
け
て
次
々
と
郡
内
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

者
に
砂
糖
製
造
が
伝
授
さ
れ
て
い
る
。

　
東
讃
地
域
と
比
べ
て
西
讃
地
域

へ
の
普
及
は
や
や
遅
か

っ
た
よ
う
で

あ
る
。
西
讃
地
域
の
阿
野
郡
北
で
は
文
化

二
年
に
初
め
て
医
師
道
順
に

ょ

っ
て
砂
糖
製
造
が
広

め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
、
西
讃
地
域
で
の
砂
糖
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

産
の
普
及
は
文
化
末
頃
と
見
ら
れ
て
い
る
。
領
内

の
郡
別
の
生
産
高
が

推
測
で
き
る
最
も
早
い
調
査

は
、
文
政
期
後
半
に
行
な
わ
れ
た
砂
糖
車

　

　

数
調
で
あ
る
。
砂
糖
車
と
は
、
初
製
糖

(
白
下
糖
)
を
製
造
す
る
工
程

で
甘
庶
を
絞
る
も
の
で
あ
る
。
文
政
期
に
お
け
る
砂
糖
車
数
を
み
て
み
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よ
う
。
表
1
1
1
に
、
郡
別
砂
糖
車
数
を
示
し
た
。
表
1
1
2
に
、
砂
糖
車
数
の

多
い
、
大
内
郡
と
寒
川
郡
の
村
別
車
数
を
示
し
た
。

こ
れ
ら
か
ら
こ
の
時
期
の
地

域
別
砂
糖
生
産

の
普
及
状
況
を
推
察
し
て
み
よ
う
。
砂
糖
車
の
割
合
は
、
東
讃
地

域
は
七
六

・
三
%
、
西
讃
地
域
は
二
三

・
七
%
で
あ
り
、
圧
倒
的
に
東
讃
地
域
が

多
く
な

っ
て
い
る
。
そ
の
東
讃
地
域
の
な
か
で
も
砂
糖
車
の
所
持
数
は
、
大
内
郡

が
最
も
多
く
、
大
内
郡
の
な
か
で
も
引
田
村
が
最
も
多

い
。
引
田
村
は
、
砂
糖
生

産
が
早
く
か
ら
普
及
し
、
盛
ん
で
あ

っ
た

こ
と
が
解
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、

高
松
藩
の
砂
糖

は
、

寛
政
元
年

に
初
め
て
製
造

さ
れ

た

が
、
寛
政
三
年
に
は
砂
糖
製
造
法
伝
授

の
禁
は
解
か
れ
て
お
り
、
砂
糖
生
産
は
領

内
に
普
及
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
砂
糖

生
産

の
普
及
に
は
地
域
差
が
あ
り
、
西

讃
地
域
よ
り
も
東
讃
地
域
に
早
く
普
及
し

て
い
る
。
砂
糖
生
産
の
普
及
時
期
は
、

西
讃
地
域

へ
は
文
化
末
頃
と
さ
れ
る
が
、
東
讃
地
域
に
は
寛
政
末
頃
に
は
普
及
し

て
い
る
。

つ
ま
り
、
東
讃
地
域
で
は
砂
糖

は
文
化
年
間
に
は
十
分
商
品
と
な
る
作

物
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
小
稿
が
対
象
と
す
る
引
田
村
は
、
文
政
年
間
の
砂
糖
車

数
が
領
内
で
最
も
多
く
、
砂
糖
生
産
が
盛
ん
で
あ

っ
た
地
域
と
い
え
る
。

二
　
文
化
期
の
砂
糖
積
出
状
況

　
文
化
期
の
砂
糖
生
産

に

つ
い
て
は
、

今
ま
で
あ
ま
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。

そ

れ

は
、

砂
糖
生
産
の
草
創
期
と
も
い
え
る
こ
と
か
ら
、

生
産
量
も
少
な

く
、
史
料
も
あ
ま
り
残
存
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
文
化
の
初
め

既
に
江
戸
で
は
高
松
藩

の
砂
糖
に
つ
い
て

「近
頃
は
紀
伊
国
四
国
辺
に
て
造
り
出

し
氷
砂
糖
ま
で
製
造
す
、
別
し
て
讃
岐
国
産
は
雪
白

の
如
く
、
舶
来
に
い
さ
玉
か

お
と
ら
ず
、
文
化
元
年

の
頃
よ
り
し
て
、
菓
子
の
類
に
商
人
ど
も
専
ら
用
ゆ
」
と

　
　
　
　
　

ゆ

い
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
上
質

の
砂
糖
が
産
出
さ
れ
江
戸
に
ま
で
積
み
送
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
解
る
。
ま
た
、
文
化
元
年
に
は

「御
国
産
砂
糖
製
法
之
義
東
郡
ノ

内

バ
熟
練
ヲ
得
候
村
方

モ
有
之
、
別
テ
大
内
郡
湊
村

ハ
至
テ
出
来
方
宜
ク
、
専
ラ

上
方
表

へ
差
向
ケ
、
彼

ノ
地

ニ
テ
モ
唐
土
砂
糖

二
致
売
買
事
ノ
由
、
依
之
自
然
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑲

売
方
値
段
宜
ク
、
屹
度
割
合

二
相
掛
リ
、
年
々
徳
分
ヲ
得
候
事

二
相
聞
候
」
と
も

あ
り
、
東
讃
地
方
で
は
砂
糖
を
大
坂
に
積
送
り

「徳
分
」
が
出
る
ほ
ど
に
な

っ
て

い
た
こ
と
が
解
る
。
文
化
期
は
ま
だ
東
讃
地
域
に
限
ら
れ
て
は
い
る
が
、
す
で
に

砂
糖
が
商
品
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
時
期
で
あ

っ
た
。

　
こ
の
時
期
の
砂
糖
の
流
通
統
制
は
次

の
よ
う
で
あ

っ
た
。
寛
政
三
年
に
、
周
慶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

は

「御
国
内

二
而
下
シ
売
不
苦
候
、
尤
他
所
売
小
売
共
不
相
成
候
」
と
領
内
の
み

の
販
売
を
許
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
初
め
て
大
坂
に
高
松
藩
の
黒
砂
糖
が
積
出

さ
れ
た
寛
政
六
年
に
は

「
御
領
内
於
東
郡
砂
糖
製
法
出
来
候

二
付
、
他
国

へ
も
売

弘
ま
せ
候
間
、
御
城
下

二
而
香
川
屋
茂
次
郎
右
座
元

二
申
付
御
国
砂
糖
為
同
印
別

紙
之
通
焼
印
押
せ
候
」　
「御
城
下
∂
東
浦
女
川
口
之
儀

ハ
三
本
松
政
所
河
野
忠
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

又
者
香
川
屋
茂
二
郎
切
手
ヲ
以
出
入
致
せ
」
と
、
城
下
で
は
香
川
屋
茂
次
郎
、
東

讃
は
周
慶
の
砂
糖
製
造
の
試
作
段
階
か
ら
関
わ

っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
河
野
忠
六

が
領
外

へ
の
積
出
の
権
限
を
握

っ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
と
こ
ろ
が
、
寛
政
十
年

に
は
、　

「御
国
製
法
砂
糖
川
口
積
出
之
義
、
是
迄
香
川
屋
茂
次
郎

・
政
所
河
野
忠

六
切
手

二
而
指
出
来
候

へ
共
、
此
度

一
件
郡
方
差
配

二
相
成
候

二
付
、
其
郡
々
川

口
の
大
政
所
共
合
判
追
而
指
出
可
申
候
、
尤
砂
糖
釦
手

二
附
出

シ
候
義
与
相
心
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

可
申
、其
外
諸
切
手
者
不
相
成
義

二
候
間
、左
様
相
心
得
可
被
下
候
」
と
、
郡
方
差

配
に
変
わ

っ
て
い
る
。
各
郡
の
大
政
所
が
行

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

文
化
五
年

に
は

「
御
国
製
砂
糖
他
所
表
積
出
之
分
、
是
迄
其
郡
大
政

所
印

形
切

手

二
而
積
出
候
得
共
、
以
来
者
其
村

々
政
所
井
浦
方
政
所
印
形
切
手

二
而
積
出
せ

候
問
、
其
通
相
心
得
可
申
候
」
と
、
村
々
政
所
と
浦
方
政
所
か
ら
積
出
切
手
を
出
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す
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
生
産
高
が
増
え
て
、
藩
が
統
制
に
乗
り
出
し
て
き
て
い

る
こ
と
が
解
る
。

　
砂
糖
生
産
に
必
要
な
薪

の
流
通
に
も
、
同
様
の
藩
の
統
制
が
見
え
る
。
文
化
十

三
年
に

「近
年
砂
糖
製
法
入
用
薪
、
其
浦
井
馬
宿
浦
江
他
所
∂
積
参
候
分
、
水
揚

切
手
指
出
方
、
是
迄
魚
問
屋
多
嶋
屋
善
六
取
斗
来
候
処
、
此
度
指
留
候
、
依
而
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

来
薪
之
分
、
都
而
町
頭
浦
年
寄
共
汐
切
手
指
出
候
様
申
付
候
」
と
引
田
浦

の
薪

の

流
通
は
魚
問
屋
で
あ
る
多
嶋
屋
善
六
が
取
計
ら

っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
以
後
町

頭
と
浦
年
寄
の
管
轄
と
な

っ
て
い
る
。

砂
糖
以
外

の
砂
糖
生
産
に
必
要
な
品

へ
の

統
制
も
行
な
わ
れ
は
じ
め
て
い
る
こ
と
が
解
る
。

　
文
化
年
間

の
砂
糖
積
出
が
ど
の
よ
う

に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
か
見
て
み
た
い
。

そ
れ
に
あ
た

っ
て
、
引
田
村
に
お
け
る
文
化
年
間
の
砂
糖
積
出
状
況
を
見
て
み
よ

う
。
ま
と
ま

っ
た
史
料
は
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
臼
下
家
文
書
の

「浦
方
御
用
留
」

の
記
事
で
、
文
化
三
年
か
ら
五
年
ま
で

の
砂
糖
積
出
が
記
さ
れ
て
い
る
。
例
を
示

す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

引
田
浦
船
頭

　
　

一
白
砂
糖
　
　
三
樽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
左
衛
門

　
　

一
黒
砂
糖
　

　
四
樽

　
　
　
〆

　
　
　
右

ハ
大
坂
表

へ
積
参
候
間
川
口
無
相
違
御
出
可
被
下
候
、
為
後
日
傍
如
件

　
　
　
　
文
化
三
年
寅
年
正
月

こ
れ
に
よ
り
、
積
出
し
た
日
付

・
船
頭
名

・
積
出
量

・
積
出
先
を
知
る
こ
と
が
出

来
る
。
船
頭
と
は
、
こ
こ
で
は
船
持
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
、
文
化
三
年
か
ら
五
年

の
砂
糖
積
出
量
を
示
し
た
の
が
表
2
で
あ
る
。
砂

糖
の
種
類
と
し
て
は
、
白
砂
糖

・
黒
砂
糖

・
蜜
の
三
種
類
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で

()は 他国積表2　 文化3・4・5年 の引田浦砂糖積出量

文化5年文 化4年文 化3年

蜜糖砂黒

9(9)

102

90

173

51

20

60

11

5069(9)

白砂糖

97

61(11)

156

34

56

30

30

35

20

12

70

477

151

1229(11)

 

蜜黒 砂 糖

5(5)

35(25)

45

26(20)

65(31)

32

3(3)

白砂 糖

191(10)

269(34)

98

96(30)

18(3)

10

蜜(樽)黒砂糖(樽)

29

57

43

12(12)

26(10)

白砂糖(樽)

54

103

20

50

5(5)

23(6)

186

35

45

2516

3022

79

468(51)43(33)

60

127

118

1057(77)51117(22)

96(5)

20(20)

393(36)

1月

2月

3月

4月

5月

6月

閏6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

計

旨下家文書 「浦方御用留」より作成
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い
う
黒
砂
糖
と
は
初
製
糖

(白
下
糖
)

の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
甘
薦
が
刈
り
取
ら
れ
砂
糖
製
造
が

行
な
わ
れ
始
め
る
の
は
十
月
後
半
か
ら
十

一
月

に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
月
ご
と
の
変
化
を

見
て
み
る
と
、
そ
の
年

の
新
製
砂
糖
が
作
ら
れ

は
じ
め
る
十

一
月
頃
は
白
砂
糖
が
多
く
、
月
を

経
る
に
従

っ
て
徐

々
に
蜜
が
多
く
な
る
。
こ
の

よ
う
に
、
内
容
は
変
化
し
な
が
ら
も

一
年
を
通

し
て
砂
糖
を
生
産
し
積
み
出
し
て
い
る
こ
と
が

解
る
。
ま
た
、
初
製
糖

の
割
合
が
減
少
し
白
砂

糖

の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。
技
術
の
進
歩
が

窺
え
る
。
ま
た
、
文
化
三
年
か
ら
四
年

に
か
け

て
、
積
出
量
が
急
増
し
て
い
る
。
史
料

の
在
り

方
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
文
化
五
年

に
幕
府
が
和
糖
大
坂
登
高
を
文
化

二
・
三
両
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

の
積
登
平
均
高
に
制
限
し
た
こ
と
、
文
化
七
年

に
高
松
藩
が

「御
国
砂
糖
、
大
坂
表

二
而
売
捌

問
屋
先
達
而
七
軒
相
究
居
申
候
処
、
軒
数
少

二

而
指
支
可
申
候

二
付
、
彼
是
御
世
話
被
成
下
、

此
度
別
紙
之
通
五
軒
相
増
都
合
十
二
軒

二
相
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

候
」
と
砂
糖

の
売
捌
問
屋
を
増
や
し
た

こ
と
等

か
ら
も
、
こ
の
時
期
積
出
し
量
が
急
増

し
た
こ

と
が
推
測
で
き
る
。
高
松
藩
で
は
、
大

坂
以
外

の
他
国
積

の
こ
と
を
、
他
所
積
と
か
端
浦
積
と

表3　 船頭別,文 化3・4・5年 の砂糖積出状況

計他 浦 船 頭(人)引田浦船頭(人)

481137

11

624

大 坂 の み

大 坂+他 所

他 所 の み

日下家文書 「浦方御用留」より作成

(一)は 他の浦の船頭表4　 船頭別年間積出量

文 化5文　化　 4文 化3

1

1

3(1)

1(1)

3(1)

 

1

121

1

34(1)

3(1)

 

22(1)

11

3(1)

11(1)

6(2)

6

8(3)

3

3

4

(1)

(1)

(1)

4

250樽

200～

150～

100～

90～

80～

70～

60～

50～

40～

30～

20～

10～

1～

11明不

28(4)人34(8)人19(4)人

 

計

日下家文書 「浦方御用留」より作成
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い

っ
て
い
る
。

他
国
積
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、

文
化
三
年
に
は
尾
道
と

「下
之

売
」
が
み
ら
れ
る
。　

「下
之
売
」
と
は
瀬
戸
内
地
域
で
売
り
捌

い
た
こ
と
で
あ
ろ

%
・
文
化
四
年
に
な
る
と
・
尾
道

安

芸
広
島

・
下
関

・
伊
予
が
み
ら
れ
る
・
文

化
五
年
に
は
、
備
前
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
様
に
、
他
国
積
も
み
ら
れ
る
が
、
大
坂

へ
の
積
出
が
中
心
で
あ

っ
た
こ
と
が
解

る
。

.
次
に
表
3
に
船
頭
ご
と
の
積
送
先
を
示
し
た
。
大
坂
の
み
に
積
送

っ
て
い
る
者

が
殆
ど
で
あ
る
が
、
他
所
に
の
み
積
送

る
者
も
あ
る
。
重
な
り
が
少
な
い
こ
と
か

ら
も
、
他
所
積
送
者
は
既
に
そ
の
場
所
と
の
繋
が
り
を
持

っ
て
い
た
者
と
推
測
出

来
る
。

　
表
4
に
は
船
頭
別
年
間
積
出
量
を
示
し
た
。
船
頭
数
は
、
文
化
四
年
と
五
年
を

比
べ
る
と
、
引
田
浦
全
体

の
砂
糖
積
出
量
が
増
加
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
減
少
し

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
船
頭
別
年

間
積
出
量
は
増
加
し
て
い
る
。
航
海
に
は

危
険
が
伴
う
為
、
少
量
の
砂
糖

の
積
出
し
だ
け
で
は
リ
ス
ク
が
大
き
過
ぎ
る
の
で

集
約
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

　
ま
た
、

一
回
の
積
出
し
量
で
あ
る
が
、
文
化
三
年
は
最
高
五
二
樽
で
最
少
五
樽

で
あ
り

一
回
平
均
は

一
九

・
四
樽
で
あ

る
。
文
化
四
年
は
最
高
五
五
樽
で
最
小
七

樽
で
あ
り

一
回
平
均
は
二
四
樽
で
あ
る
。
文
化
五
年
は
最
高
七
〇
樽
で
最
小
三
樽

で
あ
り

一
回
平
均
は
二
九
樽
で
あ
る
。
年
毎
に
増
え
る
傾
向
で
は
あ
る
が
、
基
本

的
に
小
規
模
な
積
出
量
で
あ
る
。
文
化

三
年
に
は
既
に
、
他
国
積
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
。
基
本
的
に
小
規
模
な
積
出
量
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

⑱る
。

　
文
化
七
～
八
年

の
日
下
家
で
は
、
製

造
さ
れ
た
砂
糖
は
、
船
頭
に
委
託
し
て
売

買
を
行
う
場
合
と
砂
糖
を
売
り
払

っ
て
し
ま
う
場
合
と
が
あ
り
、
前
者
に
は
わ
た

や
才
助

・
魚
屋
寿
吉

・
明
石
屋

・
た
び
や
源
次
郎
、
後
者
に
は
多
嶋
屋
喜
平
衛

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

は
や
ま
壱
作

・
た
び
や
源
治

の
名
前
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

一
軒
の
白

砂
糖
精
製
者
が
、
複
数
の
船
持
に
委
託
し
た
り
、
売
払

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小

規
模
な
量
の
積
出
し
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
化
九
年
に
は
引
田
村

徳
島
や
金
左
衛
門
が
志
度
村
栗
や
弥
助
所
持

の
砂
糖
を
買
取
り
大
坂

へ
積
登

っ
て

　

の

お
り
、
船
持
が
砂
糖
仲
買
を
兼
ね
て
い
た
場
合
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
。
寛
政
期
に
い
ち
早
く
砂
糖
生

産
が
普
及
し
て
い
た
引
田
村
で
は
、
文
化
三
年
に
は
既
に
砂
糖
は
年
間
を
通
し
て

積
出
す
こ
と
の
出
来
る
商
品
と
な

っ
て

い
る
。

積
出
先

は
、

大
坂
を
中
心
に
尾

道

・
瀬
戸
内

・
安
芸
広
島

・
伊
勢

・
伊
予

・
備
前
に
積
送

っ
て
い
る
。
砂
糖
の
量

が
増
加
し
て
い
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
船
頭
の
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
航

海
に
は
危
険
が
伴
う
為
、
少
量
の
砂
糖

の
積
出
し
だ
け
で
は
リ
ス
ク
が
大
き
過
ぎ

る
の
で
集
約
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
砂
糖
だ
け
積
送

っ

た
の
で
は
な
く
、
従
来
か
ら
取
扱

っ
て
い
た
商
品
と
同
載
し
た
り
、
従
来
の
商
売

で
培

っ
た
独
自
の
ル
ー
ト
で
、
砂
糖
を
売
り
捌
く
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
と
言
え

よ
う
。

三
　
文
政
期
の
砂
糖
積
出
状
況

　
文
政
期
に
な
る
と
、
砂
糖
生
産
は
益
々
盛
ん
に
な
り
、
藩
は
本
格
的
に
流
通
統

制
に
乗
り
出
し
て
く
る
。
木
原
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
文
政

二
年
か
ら
藩
は
、
本

格
的
に
流
通
統
制
に
乗
り
だ
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
集
大
成
が
天
保
六
年
の
糖
業

政
策

へ
と
繋
が
る
と
い
う
。
天
保
六
年
に
行
わ
れ
た
高
松
藩
糖
業
改
革
を
簡
単
に

ま
と
め
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
領
内

の
浦
に
砂
糖
問
屋
を
置
き
、
砂
糖
生
産
保
護
の

為
の
砂
糖
為
替
の
貸
付
け
や
積
出
切
手

・
送
書
等
の
業
務
を
行

わ

せ
る
。

そ

し
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窓史

て
、
大
坂
に
は
大
坂
砂
糖
会
所
を
設
置

し
砂
糖
売
払
い
を
管
理
す
る
。
ま
た
、
領

内
砂
糖
問
屋
は
荷
主

・
船
頭
に
船
中
為

替
を
貸
付
、
そ
の
支
払
い
は
大
坂
で
の
砂

糖
売
払
い
代
銀

に
て
大
坂
砂
糖
会
所

へ
納
め
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

つ
ま

り
、
領
外
積
出
の
砂
糖
統
制
機
…関
と
し
て
の
役
割
を
果
す
砂
糖
問
屋
を
設
置
し
、

銀
札
を
貸
付
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
大
坂
で
の
正
貨

の
確
保
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。

　
文
政
以
降
の
高
松
藩
の
流
通
統
制
の

一
貫
し
た
狙
い
は
、
大
坂
積
出
し
に
よ
る

正
貨
獲
得
で
あ

っ
た
。
そ
の
為
に
は
、

大
坂
に

一
挙
積
出
を
し
た
方
が
藩
に
と

っ

て
は
有
益
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に

は
砂
糖
の
積
出
先
を
大
坂
の
み
に
限
ら
ず

他
国
積
を
認
め
て
お
り
、

し
か
も

大
坂
積
と
す
る
か
他
国
積
と
す
る
か
は
、

荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

主

・
船
頭
に
任
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　
文
政

二
年
か
ら
天
保
六
年
ま
で
の
流
通
統
制
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
既
に
木
原

氏
に
よ
る
研
究
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
改
め
て
述
べ
る
こ
と
は
し
な
い
。
こ
こ
で

は
、
何
故
、
他
国
積
を
認
め
る
流
通
統
制
に
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
の
か
と
い
う

点
に
着
目
し
て
、

文
政
年
間
の
引
田
浦

に
お
け

る
砂
糖
積
出
状
況
を
見
て
み
よ

う
。
　
藩
は
流
通
統
制
を
行
な
う
為
に
は
、
砂
糖
積
出
状
況
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要

が
あ

っ
た
。
運
上
銀
を
課
す
に
し
て
も
、
文
政
二
年
ま
で
、
砂
糖
を
入
れ
る
樽

・

桶
の
大
き
さ
ま
で
も
が
不
揃
で
統

一
す

る
必
要
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
積
出
し
た
砂

糖
を
正
確
に
届
け
出
さ
せ
る
必
要
も
あ

っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
藩
は
抜
積
み
を
禁
じ
る
達
書
を
何
度
も
出
し
て
い
る
。
抜

積
み
と
は
、
浦
番
所
に
届
出
せ
ず
に
船

に
密
か
に
商
品
を
積
み
込

む

こ
と

で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
。
文
化
五
年
に
は
既
に

「
船
頭
共
之
内
心
得
違
抜
荷
致
候
者
も
有
之
由
」
と
抜

積
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
禁
じ
ら
れ
て

い
る
。
文
政
期
に
な
る
と
、
藩
が
流
通
統

表5　 才蔵抜積の荷主

荷抜川口番所改済物

蜜(樽)白(樽)

25

蜜(樽)白(樽)

6為 五 郎

11蔵弥

2ユ蔵庄

1槌 五 郎

65蔵才

6

32

325

10

10

31

千 次 郎(塩 屋村)

政右衛門

甚 太 郎

吉只

20

 

計

日下家文書 「浦方御用留」より作成
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文化 ・文政期高松藩における砂糖積出状況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

制
に
乗
り
出

し

た
文
政
二
年
を
皮
切
に
、

文
政
三
年
、

文
政
五
年
と
何
度
も
撫

じ
、
な
か
な
か
抜
積
が
止
め
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

　
実
際
に
抜
積
が
発
覚
し
た
記
事
が
あ

る
の
で
見
て
み
よ
う
。
文
政
七
年
四
月
十

一
日
の
夜
に
引
田
村
才
蔵
所
持
の
三
〇
石
船
が
抜
績
し
た
と
い
う
。
大
坂
に
砂
糖

を
積
送
る
予
定
で
あ

っ
た
。
そ
の
抜
積

の
荷
主
と
積
荷
を
表
5
に
示
し
た
。

こ
れ

か
ら
解
る
こ
と
は
、
才
蔵
が
複
数
の
者

の
砂
糖
を
積
ん
で
い
る
こ
と
。
ま
た
、
川

口
番
所
で
改
済
み
の
も
の
に
加
え
て
抜
積
も
行

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
荷
主
に

才
蔵

の
名
前
が
見
え
る
が
、

こ
れ

だ
け

で

は
才
蔵
が
白
砂
糖
製
造
者
で
あ
る
の

か
、
砂
糖
仲
買
で
あ
る
の
か
は
断
定
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
抜
積
が
行
な
わ
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
藩
の
流
通
統
制
を
逃
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
独
自

の
販

売

ル
!
ト
を
持

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。

　

こ
の
時
期
、
引
田
浦
の
船
持
達
は
自
由
な
活
動
を
し
て
い
た
。
文
政
八
年

に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

次

の
よ
う
な
達
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
御
国
製
砂
糖
東
郡
浦
々
之
内

二
て
も
、
江
戸
表

へ
直
積
致
候
者
も
有
之
由
候

　
　
所
、
大
坂
表
売
払
方

一
流
直
組
之
害
も
相
来
候
由
相
聞
候
間
、
当
分
江
戸
積

　
　
方
指
留
候
間
、
其
旨
相
心
得
可
申
候

砂
糖
を
江
戸
表

へ
積
送

っ
て
い
た
者
が

い
た
。
ま
た
、
同
じ
く
文
政
八
年

に
は
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

次
郎
が
北
国
表

へ
、
卯
之
助
が
尾
道

へ
そ
れ
ぞ
れ
砂
糖
を
積
送

っ
て
お
り
、
大
坂

だ
け
で
な
く
、
独
自
の
ル
ー
ト
を
も

っ
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。

　
藩
と
し
て
は
大
坂
以
外
の
他
国
積
を
始
め
か
ら
容
認
し
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ

た
。
文
政

二
年
か
ら
天
保
六
年
ま
で
の
流
通
統
制
の
変
遷
の
な
か
で
は
、
何
度
も

他
国
積
み
を
禁
じ
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。
文
政
四
年
に
は

「速

二
大
坂
表
江
積

登
可
申
」
と
あ

る
よ
う

に
、

砂
糖

の
積
出
を
大
坂

へ
集
中
さ
せ
よ
う
と
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

り
、
下
筋
売
も

「
無
拠
子
細
」
が
あ
る
場
合
に
限
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
天
保
元

年
に
は

「此
度
砂
糖
積
登
リ
之
義

ハ
大
坂
表

二
限
、

他
所
売

一
統
差
留
候
晦
し

と
、
砂
糖
積
登
は
大
坂
に
限
定
さ
れ
他
国
積
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

藩
の
意
向
に
反
し
て
、
結
局
他
国
積
を
認
め
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
こ
と
が
解
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
砂
糖
生
産
者
の
強

い
反
発
が
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
砂
糖
積
出
は
、
砂
糖
生
産
が
普
及
す
る
以
前
か
ら
船
を
所
持
し
運
搬
業
に
携

っ

て
い
た
者
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
船
を
持
ち
商
い
す
る
者
に
よ

っ
て
も
行
な
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
文
政
七
年
に
引
田
浦
兼
帯
大
庄
屋
で
あ

っ
た
日
下
佐
左
衛

門
が
次
の
よ
う
に
申
し
出
て
い
る
。

　
　
私
兼
帯
仕
馬
宿
浦
者
、
是
迄
組
頭
壱
人

二
而
相
勤
せ
諸
船
出
入
切
手
等
当
浦

　
　
町
頭
共
♂
指
出
せ
来
可
申
処
、
近
年
馬
宿
浦
繁
栄
仕
廻
船
等
多
相
成
井
砂
糖

　
　
作
等
専
仕
候

二
付
、
甚
船
持
共
事
多
出
入
切
手
等
当
浦
迄
申
来
候
而
者
、
手

　
　
遠

二
而
難
渋
之
義
毎
度
相
歎
キ
申
候
、
依
之
馬
宿
浦
江
浦
年
寄
壱
人
御
立
被

　
　
下
候

ハ
ニ
右
組
頭
江
浦
年
寄
兼
役
為
仕
諸
船
出
入
切
手
等
指
出
せ
申
度
奉
存

　
　
候
、
右
之
通
被
仰
付
候
而
も
組
頭
役
料
在
之
義

二
付
別

二
浦
方
諸
事
締

二
も

　
　
相
成
候
間
何
卒
御
温
恵
之
上
相
済
候
様
、
宜
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上

引
田
浦
に
隣
接
す
る
馬
宿
浦
は
、
従
来
引
田
浦
役
人
が
兼
帯
し
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
砂
糖
生
産
が
盛
ん
と
な
り
船
持
が
増
え
い
る
こ
と
、
兼
帯
で
は
支
障
を
き
た

し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
文
政

二
年
に
も
、
馬
宿
浦
が
砂
糖
作
り
が
盛
ん
に
な

っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

た
た
め
繁
栄
し
て
い
る
と
い
う
記
事
が
み
え
、
文
政
期
に
は
、
砂
糖
生
産
が
従
来

の
生
産
構
造
に
組
込
ま
れ
て
発
展
す
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
商
人
や
船
持
を
生

み
出
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
文
政
期
に
入
り
藩

は
流
通
統
制
を
行
な
う
が
、
何
度
も
変
革
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
藩
と

し
て
は
大
坂

へ
の
砂
糖
積
出
を
強
化
さ
せ
た
い
の
で
あ
る
が
、
抜
積
が
横
行
し
た
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窓史

り
(
船
持
達
が
独
自

の
販
路
で
砂
糖
を
売
り
捌

い
た
り
と
、
統
制
が
難
し
い
状
態

が
慨
に
出
来
上
が

っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
様
な
中
で
、
厳
し
く
流
通
統

制
を
行
う
こ
と
は
、
困
難
で
あ

っ
た
と
推
測
出
来

る
。
ま
た
、
馬
宿
浦

の
よ
う
に

砂
糖
生
産
に
よ

っ
て
新
た
に
発
展
し
て
い
る
地
域
も
確
認
で
き
る
。
双
方

の
動
向

を
理
解
し
た
上
で
の
流
通
統
制
を
行
な
う
必
要
が
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

お
　

わ
　

り
　

に

　
高
松
藩

の
流
通
統
制
は
、
幕
末
期
に
お
い
て
諸
藩
が
領
内
特
産
品
を
買
上
げ
流

通
を
独
占
す
る
形
態
を
多
く
と
る
中
で
、
大
坂

へ
の
砂
糖
積
出
の
強
化
を
は
か
り

つ
つ
も
大
坂
以
外
の
他
国
積
も
認
め
為
替
金
貸
付
け
運
上

・
冥
加
金
の
徴
収
と
い

う
形
で
の
独
自
の
流
通
統
制
の
形
態
を
と

っ
て
い
た
。
流
通
統
制
は
天
保
六
年
に

確
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
文
政
二
年
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
流
通
統
制
の
集
大
成

と
も
言
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。

　
小
稿
で
は
、
砂
糖
の
流
通
統
制
の
確
立
す
る
天
保
六
年
以
前

の
流
通
状
況
で
あ

る
、
文
化

・
文
政
期
の
砂
糖
積
出
状
況

を
見
て
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
藩
が
こ
の

よ
う
な
流
通
統
制
を
行
な
わ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
流
通
の
現
状
を
見
て
み
た
。

　
寛
政
元
年
に
始
ま
る
砂
糖
生
産
は
、
東
讃
地
方
、
特
に
大
内
郡
を
中
心
に
広
ま

っ
て
い
く
。
幕
末
ま
で
、
砂
糖

の
生
産

量
は
増
え
続
け
る
の
で
あ
る
が
、
大
内
郡

で
は
、
文
化
の
始
め
に
は
既
に
充
分
有
益
な
商
品
と
し
て
成
立
し
て
い
た
。
引
田

村

の
文
化
期

の
砂
糖
積
出
状
況
を
見
て
み
る
と
、
文
化
三
年
に
は
既
に
砂
糖
は
年

間
を
通
し
て
積
出
す

こ
と
の
出
来
る
商

品
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
大
坂
が

主
な
積
出
先
で
あ
る
が
、
尾
道

・
瀬
戸
内

・
安
芸
広
島

・
伊
勢

・
伊
予

・
備
前
に

他
国
積
も
さ
れ
て
い
る
。
砂
糖
積
出
を
行
な

っ
て
い
た
者
は
、
高
松
藩
の
砂
糖
生

産
草
創
期
と
も
い
え
る
文
化
期
に
既
に

こ
の
よ
う
な
独
自

の
販
売

ル
ー
ト
を
持

っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
砂
糖
生
産
普
及
以
前
か
ら
運
搬
業
に
携

っ
て
い
た
　

鰯

者
で
あ

っ
た
と
推
測
出
来
る
。

　
文
政
期
に
入

っ
て
、
領
内
全
域
に
砂
糖
生
産
が
普
及
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
藩
は

流
通
統
制
を
行
な
う
。
し
か
し
、
砂
糖
を
入
れ
る
樽
や
桶
す
ら
統

一
で
き
て
い
な

い
状
況
で
あ

っ
た
こ
と
。
既
に
、
販
売

ル
ー
ト
を
確
立
し
て
い
る
者
も
数
多
く
い

た
こ
と
な
ど
か
ら
統
制
は
容
易
に
進
む
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
そ
の
者
た
ち
の
反

発
を
少
な
く
す
る
方
針

の
も
と
に
統
制
が
為

さ
れ

て

い

っ
た

と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。

　
小
稿
で
は
、
砂
糖
積
出
に
焦
点
を
あ
て
て
、
藩

の
流
通
統
制
以
前
の
状
況
を
見

て
み
た
。
引
田
村
と
い
う
海
運
業

の
盛
ん
で
あ

っ
た
村
に
、
い
ち
早
く
砂
糖
生
産

が
普
及
し
た
と
い
う
事
実
は
、
藩
に
よ
る
砂
糖
販
売

ル
ー
ト
の
確
立
が
為
さ
れ
て

い
な
い
時
期
に
、
砂
糖
生
産
者
だ
け
で
は
販
路
が
見
出
せ
な
か

っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
推
測
が
出
来
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
従
来
か
ら
運
搬
業
に
携

っ
て
い
た

者
の
存
在
が
重
要
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
今
後
は
、
高
松
藩
の
全
域
に
ま
で
視
野
を
広
げ
て
、
砂
糖
生
産
地
域
の
生
産
構

造
を
明
か
し
て
い
き
た
い
。

註①

『大
阪
商
業
史
資
料
』
第
二
九
巻
。

②

『香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
第

一
部
第
四
四
号
。

　
　
こ
の
他
に
、
流
通
に
つ
い
て
の
も
の
に
、
濱
村
正
三
郎

「幕
末
に
お
け
る
高
松
大
坂

　
間
の
砂
糖
取
引
」　
(経
済
史
研
究
第
二
四
号
)
が
あ
る
。

③

前
出
木
原
論
文
で
は

「現
実
の
砂
糖
の
流
通
状
況
に
対
し
て
強
い
規
制
を
加
え
る
の

　
で
は
な
く
、
そ
れ
を
容
認
し
た
上
で
為
替
金
貸
付
け
に
よ
っ
て
大
坂
へ
の
積
出
を
確
保

　
し
よ
う
と
し
た
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

④

拙
稿

「幕
末
期
砂
糖
生
産
地
域
に
お
け
る
農
業
構
造
ー
大
内
郡
引
田
村
を
事
例
と
し

　
て
ー
」　
(『史
窓
』
第
五
五
号
)
を
参
照
。



文化・文政期高松藩における砂糖積出状況

⑤

前
田
正
名

「讃
岐
の
糖
業
」
(『明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成
』
第
一
八
巻
-

一
)。

⑥

「源
欽
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」

(『高
松
藩
令
條
之
内
書
抜

下
巻
』
所
収
)。

⑦

甘
薦
植
付
面
積
一
町
か
ら
六
〇
〇
〇
斤
の
白
下
糖
が
産
出
さ
れ
る
と
し
て
計
画
し

　
た
。

⑧

大
山
家
文
書

「御
用
留
」。

⑨

樋
口
弘

『日
本
糖
業
史
』。

⑩
　
同
右
。

⑪
　
　「源
欽
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」　
(『高
松
藩
令
條
之
内
書
抜
　
下
巻
』
所
収
)。

⑫

同
右
。

⑬

日
下
家
文
書

「月
番
帳
」。

⑭

大
山
家
文
書

「御
用
留
」。

⑮

日
下
家
文
書

「御
用
留
し、
大
山
家
文
書

「御
用
留
」
、
三
谷
明
男
家
文
書

「奉
願
口

　
上
」
、
岡
田
唯
吉

『讃
岐
糖
業
史
』。

　
　
寛
政
七
年
、
小
磯
村
三
名
。
同
年
、
川
東
村
一
名
。
寛
政
十
一
年
、
引
田
村
三
八

　
名
。
寛
政
十
二
年
、
中
筋
村
百
姓
三
名
。
寛
政
十
二
年
、
水
主
村
百
姓
一
一
名
。
寛
政

　
十
三
年
、
白
鳥
村
医
師
朔
玄
。
文
化
元
年
、
黒
羽
村
百
姓
五
名
。

⑯

前
出
木
原
論
文
。

⑰

「砂
糖
車
数
調
帳
」
鎌
田
共
済
会
郷
土
博
物
館
蔵
久
米
栄
左
衛
門
遺
品
関
係
資
料
。

　
文
政
七
年
か
ら
十
二
年
頃
の
作
成
と
さ
れ
て
い
る
。

⑱

小
川
顕
道

「塵
塚
談
」。

⑲

『興
業
意
見
』
巻
五
其
二
讃
岐
の
砂
糖

(『
明
治
前
期
財
政
経
済
資
料
集
』
第
十
六

　
巻
。

⑳

「源
欽
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」

(『高
松
藩
令
條
之
内
書
抜

下
巻
』
所
収
)。

⑳
　
大
山
家
文
書

「御
用
留
」。

⑳
　
日
下
家
文
書

「浦
方
御
用
留
」。

⑬

同
右
。

⑭

同
右
。
文
化
八
年
に
日
下
家
は
肥
料
を
多
嶋
屋
文
治
か
ら
薪
を
多
嶋
屋
文
治

・
井
筒

　
屋
か
ら
購
入
し
て
い
る
。

㊧
　
樋
口
弘

『日
本
糖
業
史
』。

㊧
　
　「源
嚢
様
御
代
御
令
條
之
内
書
抜
」　
(『高
松
藩
令
條
之
内
書
抜
　
下
巻
』
所
収
)。

⑳
　
木
原
氏
前
掲
論
文
に
よ
る
と
、　
「瀬
戸
内
地
域
で
売
り
捌
か
れ
る
こ
と
を

「下
筋

　
売
」
と

い

っ
た
L
と
あ

る
。

⑳
　

日
下
家
文
書

「浦
方
御
用
留
」

に
次

の
二
つ
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
文
化

四
年

五
月

　
九

日
に
、
八
蔵
が
久
次
郎

の
船

で
大
坂

に
綿
実

を

二
〇
俵
積
送

っ
て
い
る
。
別

の
記
事

　

に
、
そ
れ
と
同
日
に
久
次
郎
船

は
白
三
樽
と
蜜

四
樽

を
大
坂

に
積
出
し
て
い
る
。

こ
の

　
綿
実
と
砂
糖
は
同
じ
船

で
大
坂
に
積
出
さ
れ
た
可
能
性
が
あ

ろ
う
。

こ
の
よ
う

に
、
既

　

に
船
を
所
持

し
、
砂
糖
以
外

の
商

品
を
扱

っ
て
い
た
者
が
、
砂
糖
積

出
に
係

わ

っ
て
い

　

た
こ
と
が
窺

え
る
。

㊧
　
拙
稿

「
幕
末
期
高
松
藩
引
田
村
に

お

け

る
甘
薦
苗

の
流
通
」
　
(
『
香
川
史

学
』
第

二

　

六
号
)
。

⑳

日
下
家
文
書

「
浦
方
御

用
留
」
。

⑳

　
木
原
茂
前
掲
論
文
。

⑫
　

日
下
家
文
書

「
浦
方
御
用
留
」
。

⑳

同
右
。

⑭
　
同
右
。

⑳

同
右
。

⑳
　
同
右
。

⑰

　
木
原
氏
前
掲
論
文
。

　
　

日
下
家
文
書

「浦
方
御
用
留
」
。

⑲
　

日
下
家
文
書

「
留
記
」
。

⑳

日
下
家
文
書

「
浦
方
御
用
留
」
。
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